
11月 29日現在の情報を掲載しています。
最新の情報は、市ホームページや
厚生労働省ホームページでご確認ください。

月～土曜日（祝日、12月29日～1月3日を除く）／午前9時～午後5時

耳の不自由な方専用 FAX 番号 0294-72-0123
☎0120-226-380

３回目接種用の接種券等を発送します

市内の接種率

新型コロナワクチン接種関連情報

市相談・予約コールセンター

市内の接種状況をお知らせします（11月 29日現在）。

＊ワクチン接種記録
  システム（VRS）より。

令和 4年 1～ 3月に3回目接種の対象となる方へ

歳

■年代別接種率

0
12～19 20～39 40～59 60～64 65～

100%

75%

50%

25%

82.7
% 80.8

%

87.8
%

90.9
%

95.0
%

現在、予約システムでの予約は受け付けていません。接種を希望する方は、コールセンターへご連絡ください。

他市町村で2 回接種後に転入した等の理由で接種記録が確認できず、接種券が発行されない場合があります。
対象となるにもかかわらず、接種券が届かない方はお問い合わせください。

◆対象：令和 3年 5～ 7月に2回目の接種をした18歳以上の方
　＊令和 3年 8月以降に2回目の接種をした方については、決まり次第改めてお知らせします。
◆発送日：12月 17日（金） ＊必ず開封し、中身をご確認ください。
　＊発送日以降に18歳になる方には、誕生日の属する週の金曜日に発送する予定です。
◆ワクチン：１・２回目に接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社またはモデルナ社のワクチンを使用する予定です
　（モデルナ社のワクチンは3回目接種に向けての薬事承認審査中）。
◆予約方法：年齢により異なります。詳細は、同封する追加（3回目）接種のお知らせをご確認ください。
　○60歳以上の方…返送はがきの内容に応じて市が接種日時等を調整し、1月14日以降順次はがきでお知らせします
　（市外医療機関での接種を希望する場合は、ご自身で予約をお取りください）。
　○18～ 59歳の方…ＷＥＢ・ＬＩＮＥ・電話で予約をお取りください。
　・予約開始日時 令和 4年 1月5日（水）午前 9時

厚生労働省
ホームページ市ホームページ

医療従事者、高齢者施設・障害者支
援施設入所者・従事者は、当該施設
で接種できる場合があります。詳しく
は、当該施設へご確認ください。

■全体の接種者数、
　接種率

1回目接種者数

対象人口（R3.1.1）12歳以上

42,277人

46,945人

90.1%
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11
月
18
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、長
年
に
わ
た

り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
51
人
の

方
々
の
功
績
を
た
た
え
、表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略
・
順
不
同

【
功
績
者
顕
彰
】

常
陸
太
田
市
功
績
者
顕
彰
条
例
に
基
づ

き
、市
発
展
の
功
績
者
と
し
て
、大
久
保

太
一
氏
に
対
し
表
彰
状
と
功
績
者
章
を

贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

大
久
保
氏
は
、平
成
17
年
５
月
か
ら
令
和

３
年
５
月
ま
で
の
４
期
16
年
の
長
き
に

わ
た
り
、市
長
を
務
め
ら
れ
、市
町
村
合

併
直
後
の「
新
生
常
陸
太
田
市
」の
早
期

の
一
体
感
醸
成
の
た
め
、市
民
と
の
対
話

を
重
視
し
た
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
た
。少
子
化
・
人
口
減
少
対

策
を
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、

「
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
子
育
て
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
い
、雇
用
の
場
の
確
保
・
買
い

物
環
境
改
善
の
た
め
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
へ
着
手
。移
住
・
定
住
促
進
の
各

種
施
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、農
業
者
・
商
業
者
の
所
得
向
上
や

交
流
人
口
拡
大
の
た
め「
道
の
駅
ひ
た
ち

お
お
た
」を
開
設
し
、
国
道
３
４
９
号
の

４
車
線
化
を
は
じ
め
と
す
る
国
県
市
道

の
整
備
や
、小
中
学
校
の
改
修
・
統
合
小

中
学
校
の
整
備
な
ど
教
育
環
境
の
充
実

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
・
東
日
本
台
風

な
ど
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
、数
々
の
災

害
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
力
を

注
ぎ
、市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
自
治
表
彰
】

◆
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
：
安
西
仁
人（
上
宮

河
内
町
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
：

大
谷
利
行（
寿
町
）

◆
消
防
団
団
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
：
大
畠
邦
幸（
三
才
町
）

【
一
般
表
彰
】

❶
地
方
自
治
の
進
展 

 

◆
多
年
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
と
し

て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
発
展
に
尽

力
：
田
所
美
朗（
上
深
荻
町
）

◆
多
年
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
：
石
川
猛（
常
福
地
町
）／

宇
野
英
夫（
上
河
合
町
）／
鹿
志
村
勇
夫

（
金
井
町
）

◆
多
年
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力
：
黒
澤
信
光（
東
一
町
）

◆
多
年
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力
：
尾
又
欣（
岡
田
町
）／

白
石
勤
（
西
宮
町
）
／
木
村
喜
好
（
小
沢

町
）／
神
長
昇（
上
高
倉
町
）／
富
永
幸
男

（
玉
造
町
）／
宮
本
弘（
中
野
町
）

❷
社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安
定 

◆
多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力
：
生
天
目
操（
下
利
員

町
） 

❸
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上 

◆
多
年
公
民
館
長
と
し
て
社
会
教
育
の

充
実
の
た
め
尽
力：曽
根
秀
嗣（
馬
場
町
）

◆
多
年
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年

健
全
育
成
に
尽
力
：
曽
根
て
る
枝（
馬
場

町
）

◆
多
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
：

小
室
利
幸（
大
菅
町
）

❹
治
安
の
維
持
、災
害
防
止

◆
多
年
消
防
団
活
動
を
と
お
し
て
地
域

防
災
に
尽
力
：
益
子
欣
久
（
下
高
倉
町
）

／
小
林
勇（
天
神
林
町
）／
関
根
家
継（
町

屋
町
）／
鈴
木
昌
行（
折
橋
町
）
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市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

おめでとうございます

長
年
に
わ
た
り
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
の
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、市
内
で
は
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
小
綬
章
：
西
野 

孝
二
さ
ん
（
新

宿
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章
：
平
山 
義
光
さ
ん
（
棚

谷
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章
：
鳴
海 

裕
一
さ
ん
（
幡

町
） 叙

勲

【
感
謝
状
】

❶
地
方
自
治
の
進
展 

 

◆
地
域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
会
長
と
し
て
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
発
展
に
尽
力
：

豊
田
正
名（
和
久
町
）

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
：
荷
見
安（
里
川
町
）／
野
邉
英
夫

（
那
珂
市
）／
宇
野
文
治（
粟
原
町
）／

土
田
惣
一（
天
神
林
町
）／
綿
引
和
義（
馬

場
町
）／
武
藤
邦
弘（
里
野
宮
町
）／

関
栄
一
（
大
方
町
）
／
石
川
博
康
（
松
平

町
）／
茅
根
仁
始（
和
田
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
石
塚
弘（
西
三
町
）／

黒
羽
誠
一（
増
井
町
）／
黒
羽
秀
雄（
上
大

門
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
：
中
村
弘（
磯
部
町
）／

石
井
毅
（
松
平
町
）
／
後
藤
謙
一
（
町
田

町
）／
石
川
美
恵
子（
三
才
町
）／

関
根
初
雄（
東
連
地
町
）／
宇
野
三
代
司

（
島
町
）／
寺
門
勝
巳（
上
河
合
町
）／

塙
忠
敬
（
中
野
町
）
／
西
野
𠀋
司
（
瑞
龍

町
）／
鴨
志
田
治（
小
島
町
）／
柴
田
英
俊

（
亀
作
町
）

❷
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上 

◆
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力
：
久
保
木
正
子
（
幡
町
）

／
菊
池
み
よ
子（
和
田
町
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
：
秋
野
倉
造（
中

城
町
）／
橘
正
成（
高
貫
町
）

大久保太一氏
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水戸ヤクルト販売株式会社様
◆抗原検査キット 45本

温かいご支援ありがとうございます

おめでとうございます

11
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
、い
ば
ら
き
読

書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
1
に
お
い

て
、「
金
砂
郷
お
む
す
び
の
会
」
に
県
知

事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。同
会
は

主
に
金
砂
郷
地
区
の
小
学
校
や
こ
ど
も

園
、
県
立
常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校
で

の
活
動
の
ほ
か
、大
人
の
た
め
の
お
話
会

な
ど
、幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

読
書
団
体
に
県
か
ら
感
謝
状

【
感
謝
状
】

❶
地
方
自
治
の
進
展 

 

◆
地
域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
会
長
と
し
て
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
発
展
に
尽
力
：

豊
田
正
名（
和
久
町
）

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
：
荷
見
安（
里
川
町
）／
野
邉
英
夫

（
那
珂
市
）／
宇
野
文
治（
粟
原
町
）／

土
田
惣
一（
天
神
林
町
）／
綿
引
和
義（
馬

場
町
）／
武
藤
邦
弘（
里
野
宮
町
）／

関
栄
一
（
大
方
町
）
／
石
川
博
康
（
松
平

町
）／
茅
根
仁
始（
和
田
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
石
塚
弘（
西
三
町
）／

黒
羽
誠
一（
増
井
町
）／
黒
羽
秀
雄（
上
大

門
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
：
中
村
弘（
磯
部
町
）／

石
井
毅
（
松
平
町
）
／
後
藤
謙
一
（
町
田

町
）／
石
川
美
恵
子（
三
才
町
）／

関
根
初
雄（
東
連
地
町
）／
宇
野
三
代
司

（
島
町
）／
寺
門
勝
巳（
上
河
合
町
）／

塙
忠
敬
（
中
野
町
）
／
西
野
𠀋
司
（
瑞
龍

町
）／
鴨
志
田
治（
小
島
町
）／
柴
田
英
俊

（
亀
作
町
）

❷
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上 

◆
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力
：
久
保
木
正
子
（
幡
町
）

／
菊
池
み
よ
子（
和
田
町
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
：
秋
野
倉
造（
中

城
町
）／
橘
正
成（
高
貫
町
）
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10
月
23
日
、
幸
久
小
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
の
伝
統
行
事
で
、今
回
が
閉

校
前
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
が
並
べ
た
1
4
0
0
本
程
の

キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
が
灯
さ
れ
る
と
、
校
章

と
「
あ
り
が
と
う 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ 

２
０

２
１
」
の
文
字
が
暗
闇
に
浮
か
び
上
が

り
、幻
想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

幸
久
小
キ
ャン
ド
ル
ナ
イ
ト

太
田一高
で
は
、10
月
か
ら
土
曜
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。10
月
30
日
に
は
、東
京
か
ら
講

師
を
招
い
て
、「
英
語
は
リ
ズ
ム
が
命
！
カ
タ
カ
ナ
発
音
か
ら
抜
け
出
そ
う
」
と
い
う
内
容

で
実
施
。太
田一高
生
だ
け
で
な
く
、附
属
中
学
生
や
保
護
者
も
参
加
し
て一緒
に
英
語
の
発

音
を
学
び
合
い
ま
し
た
。11
月
６
日
に
は
、
鈴
木
清
隆
校
長
に
よ
る「
人
工
知
能
V
S
脳
〜

人
間
の
強
み
と
は
何
か
〜
」と
い
う
講
座
で
、
高
校
１
・
２
年
生
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

専
門
的
な
用
語
も
多
く
難
し
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
脳
の
模
型
を
使
っ

て
説
明
し
た
り
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
と
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し

た
。講
座
終
了
後
に
は
、
生
徒
同
士
で
脳
の
仕
組
み
に
つ
い
て
話

し
合
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

＊
次
回
の
土
曜
講
座
は
12
月
25
日
に
「
未
来
の
学
校
を
考
え

る
」
と
い
う
内
容
で
実
施
し
ま
す
。一般
の
方
の
ご
参
加
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
太
田一高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

太
田
一
高
で
土
曜
講
座
を
実
施

太田一高
ホームページ

TOPICS



11

10
月
27
日
、山
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
自
主
防
災

講
座
が
開
催
さ
れ
、山
田
地
区
の
各
町
会

役
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。第

一
部
の
講
習
会
で
は
、市
防
災
対
策
課
職

員
が
非
常
時
の
避
難
場
所
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。第
二
部
の

実
践
で
は
、市
消
防
本
部
職
員
が
講
師
と

な
り
、
土
の
う
作
り
を
行
い
ま
し
た
。入

れ
る
土
の
量
や
袋
の
縛
り
方
を
習
い
、実

際
に
体
験
。も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
地

域
防
災
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
第

35
回
都
々
逸
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
大
会
は
換
気
や
消
毒
な
ど
の
対

策
を
徹
底
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催

し
、「
唄
の
部
」に
は
26
人
が
参
加
。会
場

に
は
美
し
い
声
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

＊
作
詞
の
部
は
展
示
の
み
行
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
に
開
催
し
た
健
康
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
１
は
、市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、見
事
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
市
の
勝
利
は

４
年
ぶ
り
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
参
加
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
田
地
区
防
災
訓
練

健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
２
１
勝
利

第
35
回
都
々
逸
全
国
大
会

対戦結果

通算成績（6勝 5敗）

人口
参加人数
参加率

50,284 人
25,602 人
50.9％

37,039 人
○常陸太田市 ●島根県雲南市

15,353 人
41.5％

チャレンジデーのルールにより勝利した本市
の市旗が雲南市役所に掲揚されました。

次回（チャレンジデー2022）は2022（令和4）年5月25日（水）開催予定
です。皆さんのご参加をお待ちしています。



10
月
29
日
、世
矢
小
の
３
年
生
が
親
子
で

「
真
弓
駒
作
り
」を
体
験
し
ま
し
た
。真
弓

駒
と
は
、真
弓
神
社
の
縁
起
物
で
、世
矢

地
区
の
方
々
に
代
々
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
す
。公
民
館
の
方
や
町

会
長
な
ど
地
元
の
方
が
真
弓
駒
作
り
を

指
導
。親
子
で
木
材
に
色
を
塗
り
、
釘
を

打
っ
て
組
み
立
て
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
真
弓
駒
作
り
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
よ
う
で
、「
作
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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TOPICS
10
月
27
日
、す
い
ふ
こ
ど
も
園
の
子
ど
も

た
ち
が
焼
き
芋
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。使
用
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
子
ど
も
た

ち
が
園
庭
で
大
切
に
育
て
て
き
た
も
の

で
す
。サ
ツ
マ
イ
モ
を
洗
っ
て
、
濡
れ
た

新
聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
み
、半
分

に
切
っ
た
ド
ラ
ム
缶
の
木
片
の
上
に「
お

い
し
く
な
ー
れ
」と
声
を
掛
け
な
が
ら
並

べ
ま
し
た
。焼
き
あ
が
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
食
べ
る
と「
甘
く
て
お
い
し
い
」と
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

世
矢
小
で
真
弓
駒
作
り

11
月
1
日
、
世
矢
幼
稚
園
で「
和
楽
器
体

験
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師
を
務
め

た
の
は
、市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
民
謡

マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
橋
本
大
輝
さ
ん

と
民
謡
歌
手
の
橋
本
あ
ゆ
み
さ
ん
。イ
ン

ト
ロ
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
三
味

線
の
演
奏
を
披
露
し
、そ
の
後「
銭
太
鼓
」

と
い
う
楽
器
を
み
ん
な
で
演
奏
。「
銭
太

鼓
」と
は
島
根
県
に
伝
わ
る
リ
ズ
ム
楽
器

で
、子
ど
も
た
ち
は
銭
が
入
っ
て
い
る
筒

を
振
っ
て
音
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。普
段
は

な
か
な
か
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
和

楽
器
に
触
れ
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

11
月
６
日
・
７
日
、図
書
館
本
館
で
市
内

の
小
学
生
４
〜
６
年
生
を
対
象
に「
子
ど

も
一
日
図
書
館
員
」体
験
事
業
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、読
書
週
間（
10
月
27

日
〜
11
月
９
日
）に
ち
な
み
、
図
書
館
の

仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
行
っ
た

も
の
で
す
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

本
の
貸
出
や
返
却
処
理
、除
菌
機
を
使
っ

た
本
の
除
菌
作
業
、
返
却
本
の
配
架
作

業
、読
み
聞
か
せ
の
練
習
と
実
演
を
体
験

し
ま
し
た
。

す
い
ふ
こ
ど
も
園
で
焼
き
芋
づ
く
り

世
矢
幼
稚
園
で
和
楽
器
体
験

子
ど
も
一
日
図
書
館
員

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
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11
月
７
日
、ジ
オ
ネ
ッ
ト
常
陸
太
田
が
ハ

イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、49
人
が
参

加
し
ま
し
た
。古
く
か
ら
の
伝
説
や
中

生
代
の
花
崗
岩
の
で
き
方
等
の
解
説
を

交
え
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
大

地
の
案
内
人
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
の
も
と
、

マ
グ
マ
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
花
崗
岩
の

奇
岩
が
あ
る「
笠
石
」地
区
を
約
７
㎞
歩

き
、
豊
か
な
自
然
と
秋
を
堪
能
し
ま
し

た
。

市
内
に
あ
る
「
か
が
く
の
里
」
へ
所

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
ら
が
訪
れ
、
毎
年
恒
例
の

収
穫
祭
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
の

特
産
品
の
チ
ー
ズ
の
差
し
入
れ
を
す
る

と
、
所
さ
ん
か
ら「
か
が
く
の
里
に
チ
ー

ズ
が
来
た
〜
！
」と
称
賛
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

薄
葉
沢
・
笠
石
ジ
オ
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た

10
月
30
日
〜
11
月
27
日
、里
美
ふ
れ
あ
い

館
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
恒
例
の
「
里
美
か
か

し
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
今
年
を

象
徴
す
る
も
の
な
ど
、58
点
の
個
性
豊
か

な
作
品
が
並
び
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

里
美
か
か
し
祭

素敵に
できすぎ〜

所
さ
ん
の
目
が
テ
ン
！
の

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た


